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バルフの〈ボヘミアの少女〉とシュトラウス父子の〈ジプシー娘のカドリーユ): 

19世紀中頃の音楽の流通と伝播に関する一考察

鍵山由美

ヨハン・シュトラウス 2世 JohannStrauss (Sohn) (1825-99)は、 1844年 10A15 

日に父の反対を搾し切って指揮者デ、ピューを果たす。当時、父ヨハン・シュトラウス 1世

Johann Strauss (Vater) (1804・49)は妻子を捨て、愛人と暮らしていた。 2世のデゼュ

ー以来、父子の関孫は芳しくなかったが、 1846.--，-47年に2入は同じオペラに基づく楽曲 3

曲をそれぞれ作曲した。これらはいずれもカドリーユであることから、カドリーユ対決と

いわれる。本稿では最初の対決作品〈ジプシー娘のカドヲーユ Zigeune丘a-Quadril1e)を

取り上げ、作曲の経緯ならびに両者の様式を考察する。

1 バルフによる〈ボヘミアの少女〉のウィーン初演

〈ジプシー娘のカドリーユ〉の原曲は、アイルランドの作曲家ノミノレフ MichaelWilliam 

Ba1fe (1808・70)による英語オペラ〈ボへミアの少女 TheBohemian Gir1> (初演:1843 

年 11月2713ロンドンのドノレリーレーン劇場)であるILしかし、ウィーンで初めて紹介

されたパルフのオペラは上記作品ではなく、 1844年 12月 14日にヨーゼフシュタット劇

場で上演された Dievier Haimonskinder (原題:Les quatre nJs Aymon、初演:1844年

7月29日パリのオペラ・コミック産)で、あった。このオペラ・コミック作品は 1845年に

なってもウィーンで人気を薄し、 9月24日からアン・デア・ウィーン劇場で、 3自後の9

月27日から辻ケノレンテン脇の宮廷劇場でも Dievier Haimons-Sohneの題で上演が行わ

れた。シュトラウス 1世は、この作品iこ基づくカドリーユ Quadrilleuber beHebte Motive 

ausder 命erDie vier Haimonskinderop. 169を作曲し、これも大成功を収めた診。

次作にも仏語オペラのオペラ‘コミック Lepuits d~mour (初演:1843年4丹20日

パヲのオペラ・コミック産〉が敦り上げられ、 DerLiebeshrunnenの題名のもと 1845年

11 A 4日にアン・デア・ウィーン劇場で上演された。このオペラと関連してシュトラウス

2世がカドリーユ Quadz必enach: Liebeshrunnen op. 10を作曲した3L
以上の2作を受けて〈ボヘミアの少女〉がウィーンに登場する下地が作られた。このオ

ペラは 1846年 7月 22日にアン・デア・ウィーン劇場でくジプシー娘 DieZigeunerin) 

としてドイツ語上演された (BAUER1955= 112)。しかしながら、現存する初演関連デー

タには混乱がみられる。Loewenbergによれば、最初の台本は J.P.T.Lyserによる独訳と

される (LOEWENBERG1978: 834)が、根拠は不明である心。

野'ienerZeitscm母 urKunst Literatur， Theater und Mode紙 (1816・48年発行)に掲
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載された音楽関連記事を呂録化したHOSLINGER1980は、パノレフの〈ジプシー娘)，こ関

連する 4つの記事を挙げている(豆OSLINGER1980: 10L (1) 1845年第 198号 Die

Zigeunermadchenの題名のみを記載 (2)1845年第 149号:アン・デア・ウィーン劇

場と Wildauer嬢、 Staudigl氏の名前を記載 (3)1846年第四6号:アン・デア・ウィ

ーン劇場で作曲家畠身が指揮と記載 (4)1848年第65号:アン・デア・ウィーン劇場と

Tre:ffz嬢、 Staudigl氏の名前を記載。 ヨOSLINGER1980は新慢の号数だけを記してい

るため、発行日はわからない。 (2)は周知のウィーン初演(1846年7月22SのWildauer

譲と Staudigl氏による公演)の前年にあたるが、オーストリア国立図書館に所載される関

紙を確認した結果、 1845年第 149号 (7月28日丹曜〉にはパノレフ関連の記事は掲載され

ていないことが判明した叱同図書館には 1846年第 130号までしか保管されおらず、筆

者はそれ以降の記事を確認できなかった。しかし、この新聞が毎遅月曜、火曜、木曜、金

曜、土曜の選 5田発行された事実から鑑みて、この記事は 1845年ではなく 1846年の第

149号で 7月 27日月濯に発行されたと推挺される。それはちょうど〈ジプシー娘〉のウ

ィーン初演から 5自後にあたることから、 (2)の記事は 1845年ではなく、 1846年のもの

と考えられる。

また、BasilWalshのウェブサイト“MichaelW. Balfe: Composer of The Bohemian Girl 

and other operas"には、バルブが指揮するアン・デア・ウィーン麟場での公演ポスター

が公開されている。残念なことに、ポスターの左半分しか写っていないため、肝心のR付

が f30自水曜日j の部分しか見えない。 HOSLINGER1980の (3)の記事(1846年第

196号)を 10月 1日木曜発行と推定するならば、 9月初日は水曜となる。そうであれば、

掲載ポスターは 1846年のものと考えるのが妥当であろう 6)。このポスターには、メケッ

ティ社の楽譜についての記載がある点も見逃せない。

メケッティ社による楽譜 DieZなBunerlnは、すでに 1845年 10月 22S 付の ~ener

Zeitung紙第 292号に広告が出された 7)。メケッティはオペラを 21畠のナンバーに分割

してそれぞれのヴォーカノレ・スコアを販売した (WEINMANN1966: 111)。ここにレチタ

ティーヴォは含まれない。上述のポスターには、メケッティ社の楽譜が JosephStaudigl 

の詞によることが示されているSLつまり、 1846年にはすでに Staudiglの詞による楽語

が流布していた訳で、 Lyserの名のみを揚げる BAUER1955とLOEWENBERG1978の

記述には疑問が残る9Lともあれ、オペラのウィーン初演の 9ヶ月前にすでに楽譜の販売

が始まり、誰もが楽譜を入手することができた訳である。

2 シュトラウス父子によるくジプシー娘のカドリーユ〉の倖曲・出按経緯

当時の人々の関心は、オペラの初演後いかに持を霊かずに関連楽曲が発表されるかに置

かれた。 1846年7月23自付のDerSammler紙は、シュトラウス 2世が〈ジプシー娘の
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カドリーユ〉を作曲中と長え、8月 1日号に演奏評を掲載した(MAILER1999: 360・361)。

ここから推測するに、2世のカドリーユは7jj 23'""31日iこ初演された(SEV1990:34・35)0

一方、 1世のカドリーユは一週間違れの 8丹 7日、ブオルクスガルテンでの f夏祭Jで初

演された (SCHONHERR1954: 271)。オペラの初演直後に2世が作品を発表できたこと

は、メケッテイ社のヴォーカノレ・スコアが入手できたおかげと考えられる。

ピアノ譜の出版においては、父が息子を観した形になった。 1世による op.191は初演

前日の 8月 6 日付紡~nerZeitung紙上にハスリンガ一社による広告(AnzeigeNo. 1930) 

が搭載された (WEIN乱弘NN1956: 34) 0ミュラ一社による 2世の op.24の広告が同紙に

掲載されたのは、 1月後の9月5S (第245号)で、あった (WEINMANN1956: 69)。楽

譜の販売は収入に直結するもので、あったことを考えると、 1世ならびに彼の出版社の戦略

がより狭湾で、あったことがわかる。

3 (ジプシー娘の力ドリーユ〉の様式

シュトラウス父子のくジプシー娘のカドリーユ〉は、 2/4または 6/8拍子の 8つの楽曲

から構成される 10)。各楽曲は8ふ節のフレーズを 3ないし4つ組み合わせて構成されてお

り、ダ・カーポもしくはダノレ・セーニョを脊する三部形式に従う 100 父子の様式を比較し

た場合、第 1曲において 1世がABCの3フレーズ、 2t立がAフレーズだけを反復する点

に違いがあるものの、顕著な構成上の差異は認められない。ただし、 19世紀の舞踏曲では

演奏において反復箇所と回数を操作し、曲の持続時間を謂整したことを忘れてはならない。

各モティーフの出典を密 1に一覧した 12)。両作品の全モティーフがオペラからの引用で

あることがわかる。しかも、フレーズ全体がオペラから引用されていることが多く、接続

の必要性がある場合にもオペラを切り張りする手法がとられる。端的に言えば、父子の作

品はオペラのパッチワークなのである。明らかな変形と指摘できるのは、 1世の第 1曲A

フレーズのみである。ここでは付点8分音符十16分音符のリズムが逆の形にされている。

しかし、現段階ではこれが意罰的な変更かどうかは判断できない。

荷作品に共通するオペラ・モティーフは合計 6に及ぶ。 Mailerは f事実上、息子が快

活な律品で父に勝ったJ(MAILER 1999: 361)と述べているが、優劣を決定づける明確な

根拠は見当たらない。確かに、 2世の冒頭モティーフは力強く、印象的であるが、それだ

けでは証拠に乏しいであろう。全体の色調という点では、 2世が快活な長講のモティーフ

のみを引用しているのに対し、 1世は第 3曲に短課を取り入れたり、穏やかなモティーフ

を組み合わせるなどして、曲調に変化を付けている。また、両者とも声楽部分のみならず、

オーケストラによる伴奏部分からも引用を行っている。
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図1 ヨハン・シュトラウス父子によるくジプシー娘のカドリーユ〉の引用出典一覧

第1曲 第2畠 第3曲 第4酪 第5酪 第6盛

u 〈
己 ζ6 、、

〈 色 口 υ 

ヨP富E 句 者E百=H ヨ昔cEg h Z 司向・E伺e4 • 官p.. 

〈 国 凸 さ立 さZ 〈 I:t:l 

Balfe's Zigeunerin ぐ I:t:l 

言a。ω 噌 '込言む。， 言aむ。， -、を2む4 .、←2河主与2J 4 与刃~ 毛 つ.与む5 芸4 (The Bohemian Girl ) t、寺むZJ 1 ‘同、る~

Akt 1 Chor: Wir Zigeuner leb卸会oh ，}S，~ v 1・::;:紫:
NO.3 (In the gipsy's life) 15 23 15 

[G]・ [D]・ [G]・
NO.5 Ari号 Istnicht Hilfとbeider v v 
Hand (Is no succour near at 13 21 
had守) [h]- [c]D 

NO.6 Finale des I.Aktes s s s 
(F inale to Act 1): Galop 127 143 175 

[C]・[C]- [F]-

Akt2 Chor: Stille， stilleラderMond s 
NO.7 (Introduction) ヲ

[D]・

Noヲ Duett: Ihr Vaterhaus ist nur v v v 
mir bekannt (The wound upon 156 117 125 
thine thine arm) [B] - [B] ・ [B]ー

No.1O Chor: Moget i勘合ohund S s 
glucklich sξin (Listen while 51 61 
1 relate the hope of gipsy's [Es]司 [B]・

NO.ll Duett:Das ist dein Werk s 
(This is the deed) 34 

[E]D 

NO.12 Romar立emit Chor: Folgt der 務規彰
Zigeunerbraut 

(In the gipsy's life) [As]G/・
NO.14 Chor und Quartett: Aus =宝=v v s ~:$~ 己主 :::V:'， 湾総
balsarnische Thal (Life itself a 17 33 220 204 204 
the b巴stone scene) [A]ー[A]- [D]- [ηー [F]・[A] F [F]G [D]C/・

NO.16 Cavatine: Das Herz von v 11判 11割
Kummer tIef gebaut 17 
(The heart bowd down) [FJ・ [F]・ [F] G 

Akt3 Cavatine: Schwarmt anderer s 
NO.19 Herz (When other lips and 10 
otherh鉛 rts) [Des]D 

#1: SEV (1990: 34・35)1こ示された出典はメケッテイ社による楽譜のナンバーに準拠する。そのため図1の楽曲表記は

メケッティ社による強語表記を最初に記し、話張内iこ該当する英語のインチピットを補ったo ナンバーの分割は
メケッティ社fI847年出販呂録』のヲプリント(WElNMANN1966: 111，付録:Katalog 1847: 3)による。

#2: (Zieunerin-Quadrille>の各楽曲内のアルファベット表記(A-D)はS小節のフレーズを示す。

#3: V = Straussl世、 S= Strauss2註の略号;中設の数字は引用開始の小節数(各ナンバーの冒頭からカウント);下段
は調性。[]=オペラの調性。その後に各カドリーユの語性を記す。ただし、オペラと開じ譲性のものはー(ハイフン)

で、表記;表中の鰐かけは、関ーモティーフを用いている笛所を示す。カドリーユの陪じ醤訴で河じモティーフを引

用している場合にはー笛所のみ網掛けしてある。カドリーユの別の蔭所で、同じモティーフを引用している場合iこ
は、 1世と2t止のそれぞれの引用箇所をオペラ・ナンバーの欄{横の横)に同じ種類の縞掛けで示したn 関ーモ
ティーフを 引用している場合には、中設の f引用開始の小宣言数j が需じ数字となる。(作成:鑓山 2005年同月)
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4 結び

当時の立場を考えた場合、宮廷舞踏会監督として頂点にあった 1t主の陰で、 2世は必死

iこ仕事と名声を探していた。 f包世は]オペラのモティーフを並置したカドリーユの作曲に

心血を注いだ。それは、劇場での初演の成功を、持を閉じくして、演奏会場や市民がクラ

ヴィーアを弾くサロンでさらに伝え広める効果を挙げた。そして、その際、できるだけ速

く仕事をすることが、競争相手、とりわけ父に先んずることで、あったJ(SEV 1990: 34) 0 

〈ジプシー娘のカドリ}ユ〉においては、ヴォーカノレ・スコアが才ベラ初演のかなり前に

出版されたとしづ特殊な事清も加わり、作品の初演という点で、は恵、子が父の先に立った0

1週間遅れで作品を公表した父の作品に、息子とのモティーフの重複が多いという事実は、

2世作品を知っていたか否かに関わらず、父の方では息子との対決を気にかけていなかっ

たと考えられる。客観的に作品を眺めた場合、両者がし功ヰこ対立していたとしても、様式

的には共通点が多い。再者のカドリーユの様式については更なる研究が必要である。

[註]

1) 台本はAl企'edBunnによるが、物語はJosephMaz.辺lerとJ丘 Vernoyde Saint-Georges 

によるバレエ・パントミーム LaGipsy (1839年 1月28Eパリ・オペラ産初演)の翻案。

その原作はMiguelde Cervantesによる NovelasEjemplares (1613)の中のLagitanilla' 

iこまで遡る。

2) この楽畠は 1845年 1月 19日王宮の舞踏会場で拐演。

3) この楽曲は 1845年 11月9Eプラーターのヴアーグナー・カフェで初演。

4) Bauerも台本Lyserと記述している (BAUER1955: 112) 0 SEV1990には両者の名前が

並記されている。苛ldesleyは Lyserの台本に対して壊疑的な晃解を述べている

(TYLDESLEY 2003: 109)。

5) Osterreichische Nationalbibliothek: 60514・D.30. 1 Alt Mag. 

6) ポスターによれ廷、主役はStaudiglとをe宜zであり、初演時とはArline役が異なる。

7) メケッティ社の楽譜を 1850年発行とする奇ldesleyは誤りである (TYLDESLEY2003: 

92)。

8) メケッティ社の!f'1847年出版自録』ではドイツ語の詩が Staudiglによることが明記さ

れている (WEINMANN1966:付録 Katalog1847のリプリント:3)。しかし、 1847年

に新たな版が作られた形跡は認められないことから、以前の楽譜も彼の謁が使用されたと

考えられる。

9) Loewenbergは1846年の初演時に Lyserの認が使われ、 1849年 10月 1日の上演の際に

Staudiglと Prochの詩を使用と記述 (LOEWENBERG1978: 834)。ウィーン国立図書

館所蔵のオペラ手稿総譜(盟関.OA238(1・3))はパルフの自筆譜ではないが、自筆の書き込
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みを多く含む。この楽譜iこ“ArchivDes K.IζHof Opera Theaters"の印があることから、

ちrldesleyは同楽譜を 1849年の上演用と断じている (TYLDESLEY2003: 91)0 1849年

の上演に同楽譜が使用されたのは明白だが、これがそれ以前の上諌iこ使用されなかったこ

とを立証する証拠はどこにもない。

10)南作品とも第 3曲のみが 6/8拍子であ号、他の楽曲は 2/4拍子による。分析に際してパル

フのオペラは BALFE1882のヴォーカル・スコアを使用した。この楽譜はナンバーに分

割されていない。シュトラウス父子の楽曲についてはピアノ初販譜の復刻版 (HILMA豆

1987， 1991)を捷用。 2世作品の自筆譜および初期オーケストラ譜は、末弟エドゥアルト

が焼却したため、現存しない。

11)本論では8小節の各フレーズをアルファベット (A，B， C， D)で示した。 1世の第3'"'-'5曲、

2世の第3曲と第4曲に 1'"'-'2小節の序奏が付く。

12) SEVでは第6曲Aフレーズの出典を序曲の第2主題としている (SEV1990:35)。しかし、

これは第2幕第 1場〈メケッティ刊楽譜の第 14曲)によるものである。バルブはオペラの

ウィーン上演に捺して新しい序曲を作畠した。このそティーフは新序曲で使われたが、内

部構造からみて出典は明らかにオペラ内のオーケストラの旋捧に由来する。

[分摂使用楽譜]

BALFE， Michael William 

1882 The Bohemian GirJ. SULLIVAN， Arthur; PITTMAN， J.おおよLondon:Boosey. 

HILMAR， Ernst (ed.) 

1987 Strauss，ゐ>hann(Wlter): Samthche恥 orkein Wiedergahe der OriginaJdrucke. Bd.5. 

Tutzing: Hans Schneider. 

1991 Straus.ふみ>hann{SohnJ: Samthche ~持orkein Wiedergabe der On"ginaJdrucke. Bd.2. 

Tutzing: Hans Schneide工
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